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1．はじめに 
 

ヤマトシジミ(Corbicula japonica)は，汽水域に生

息する二枚貝の一種である．ヤマトシジミは日本

の内水面漁業の中で最も多く漁獲されており 1)，

日本において重要な水産資源となっている．しか

し，その漁獲量は経年的に減少傾向であり，昭和

40 年代には 5万トンを誇っていたものの，近年で

は 2万トン程にまで落ち込んだ． 

国内有数のヤマトシジミの産地である十三湖は，

青森県北西部に位置しており，漁獲される魚類の

90%以上をヤマトシジミが占めている．そのため

ヤマトシジミが地域の重要な水産資源となってい

るが，十三湖においても漁獲量の減少が懸念され

ている．1970年代には 3,000 トンを誇っていた漁

獲量も，現在では 1,000 トンを維持している状態

である 1)．近年では漁獲量維持のため，漁獲期間

や漁獲サイズ，漁獲量などの規制が行われている

が，その背景に明確な根拠があるわけではない．

効率的，経済的に漁獲量を維持するためには，新

規加入量や，個体の成長，死亡による毎年の個体

群動態の変化，そしてその水理環境との関係を正

確に把握し，それらを反映した漁獲を行うことが

好ましいと考えられる．これまで十三湖を対象と

して，湖内水理環境や再生産に関しての研究が行

われている 2),3),4)．また，ヤマトシジミの成長速度

や死亡率は，同一水域内でも地点により大きく異

なることがわかっている 5),6)．これらを踏まえて，

本研究では，湖内 2地点でヤマトシジミの個体識

別成長調査を行った． 

 

2．研究対象と研究の方法 
 

十三湖は，青森県津軽半島北西部に位置し，日

本海に面している．図-1に十三湖の平面形状を示

す．湖面積 18.6km2，最大水深 2m，平均水深 0.9m

の浅い汽水湖である．北西部の水戸口において日

本海と接続されており，流入河川は岩木川，山田

川，鳥谷川などがある．  

ヤマトシジミの個体間，水域間の成長速度，死

亡率の違いを調べるため，2015年夏季にヤマトシ 

ジミの現場成長実験を行った．調査地点は図-1の

St.1 と St.2である．この 2 地点は，比較的砂質で  
 

 
図-1 十三湖の平面形状 

 

その場に生息している個体の量が多い．調査は 3

回行った．第 1回調査は 7月 24日から 7月 26日，

第 2回調査は 9月 11日から 9月 13日，第 3回調

査は 10月 3日から 10月 4日である．この期間は

ヤマトシジミの産卵期間に相当する．調査方法は

以下の通りである．第 1回調査の際，St.Aで殻長

5～9mm，9～12mm，12～15mm，15～17mm の個

体を 1 地点 25 個体ずつ収集した．個体収集地点

として St.A を選んだ理由は，様々な成長段階の個

体が数多く存在しているからである．収集した個

体を，ガラス細工用の電動ヤスリを用いて貝殻に

数字やアルファベットを刻印して識別した．その

後個体の殻長，殻幅，殻高を計測（以下個体計測

と呼ぶ）した．これを 7月個体とする．その後個

体をカゴ（30×40×60cm）の中に収容し，ふたを

した状態で St.1，2 の底泥中に設置した．第 2 回

目調査の際には，7 月個体を回収し，個体計測を

行った．同時に 7月個体と同様の殻長で，識別刻

印を施した個体をそれぞれ約 10 個体ずつ追加し

再び底泥中に設置した．追加した個体を 9月個体

と呼ぶ．第 3回調査の際にはかごを回収し個体計

測を行った． 

 

表-1 一日当たりの死亡率 

 

地点，観測期間
死亡率

[         ]

St.1(7月個体，7-10月) 0.0040

St.2(7月個体，7-10月) 0.0012

St.1(9月個体，9-10月) 0.0068

St.2(9月個体，9-10月) 0.0091
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また，現場実験と並行して季節ごとの個体の軟

体重量の増減を調べるため，St.A（図-1）で収集し

た個体の軟体乾燥重量の計測も行った．収集した

ヤマトシジミを持ち帰り，個体計測を行った後，

60℃で 24時間乾燥させ重量を計測した． 
 

3．結果と考察 
 

3.1 個体の生存 

各地点における 1日当たりの死亡率を表-1に示

す．死亡率は 0.001～0.01d-1であり，既往研究 7)に

おいて，2003 年から 2008 年に十三湖で観測され

た死亡率（平均死亡率 0.005d-1）と同様の結果を示

した． 

 

3.2 個体の成長 

 図-2と図-3のそれぞれに St.1，2における個体

の成長速度を示す．St.2 の 5～9mm の個体は，第

2 回調査の回収時に損失したため欠測である．St.1

では，殻長の小さい個体が殻長の大きい個体より

も成長速度が大きくなった．また，St.1，2ともに

7～9月の成長速度が 9～10月よりも大きくなる傾

向を示した．さらに，水戸口近辺の St.2 に比べ，

内陸に位置する St.1は，成長速度とそのバラツキ

が大きくなる傾向を示した．また，St.1では，7月

個体と 9 月個体の 9 月から 10 月までの成長速度

に差が生じた． 

 

3.3 個体の軟体部乾燥重量 

 図-4に殻長と軟体乾燥重量の関係を示す．7月

個体の軟体乾燥重量が 9月，10月の軟体乾燥重量 

より大きいのが分かる．これは，個体の産卵の影 

響によるものだと考えられる． 

 
図-2 殻長別成長速度（St.1） 

 
図-3 殻長別成長速度（St.2） 

 
図-4 殻長と軟体乾燥重量の関係  

 

4. おわりに 
 

 夏季の十三湖において，ヤマトシジミの個体識

別成長調査を行った．その結果，個体の死亡率は

0.001～0.01d-1であった．また，夏季に個体の成長

速度が高くなることがわかった．さらに，海に近

い St.2に比べ，内陸側の St.1のほうが成長速度や，

その個体間のバラツキが大きくなった．軟体乾燥

重量は，7 月個体が，9 月，10 月の個体よりも大

きくなる結果となった． 
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